
 

  

  

 

 

  

 

草花の緑が雨に濡れてひときわ鮮やかです。植物たちが喜んでいるようにも見えますね。 

 

願いです。勉強のヒントになりそうな本。少し頭を休めて、笑えそうな本。ひととき時間を

忘れて、知らない世界に遊べそうな本。図書館では、いろいろな気分に合わせた選択肢たち

が、手に取ってもらえるのを待っています。 

現実に旅行はしづらい昨今ですが、本を開けば今あなたのいるその場所が、どこまでも続

く旅の出発点になります。一度しかないこの夏、今しかできない旅を楽しんでみませんか？ 

                              図書館司書  楠  
７月１５日～８月 11日  

 

 

 

〇夏休み期間の開館日 〇印が開館日です。開館時間 10 : 00 ～ 12 : 00 

月 火 水 木 金 

  7/24 ７/25 7/２6 

7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 

8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 

8/12 8/13 8/14 8/15 8/16 

8/19 8/20 8/21 8/22 8/23 

8/26 

授業再開 
8/27 8/28 8/29 

8/30 

本の返却 

 

 令和 6年 7月 10日  

 黒埼中学校図書館 

   第３章 

 

本の表紙を開いて最初に現れる、タイトルの書かれたページのことを「扉(とびら)」と呼

びます。本を開くことは、いろんな世界、いろんな物語、いろんな知識へとつながる扉を開

くこと。これから皆さんを、無数にある扉のひとつへとご案内します。それをあけるかどう

かは、あなた次第。ですが一冊の本の世界を旅した時、きっとそれ以前とは変わっている自

分に気づくでしょう。今回の「扉」は… 

  

新井素子 著  
                        

                             講談社 

 

 

幼い頃、山で迷子になった信彦。森の奥の洋館で、緑色の

髪をした不思議な少女に出会います。大人になって植物学

者になった彼の前に、いつかの少女とそっくりな黒髪の女

性、明日香が現れます。ひかれ合う二人ですが、彼女には秘

密がありました。その秘密が、やがて全人類を巻き込む大騒

動に発展してしまいます。世界を敵に回しても、信彦は明日

香を守りぬけるでしょうか。二人の、そして世界の運命は？ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この物語に出会ったのは、中学生の頃でした。友達がすす

めてくれたのですが、それまで読んだことのない、普通の女

の子がおしゃべりしているような可愛らしい文体に驚きま

した。始まりはラブストーリーですが、どんどん緊張感のある 

SF 小説になっていきます。読み終えた後も、いつまでも心に残る作品でした。今でも、緑が

鮮やかな季節になると思い出して、読み返したくなります。 

 

作者の新井素子さんが中学生のときのアイディアをもとに、19 歳から 20 歳にかけて 

書かれた作品です。皆さんにも、誰かの心を打つような、誰かの人生を変えるような何かを、

生み出す力があるかもしれませんね。 

 

それではまた、次の扉でお会いしましょう！ 

 

千の扉あけて 

『グリーン・レクイエム』 

黒埼中図書館だより No.３ 
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もうすぐ夏休みがやってきます。皆さんはこの夏、どんな思い出をつくるのでしょう

か。いろんなところへ遊びに行ったり、おいしいものを食べたり、心に残るたくさんの

体験をすることでしょう。そんな場面の中に、素敵な本との出会いがあったとしたら、

司書としてこんなに嬉しいことはありません。時間をかけてじっくりと読書を楽しめる

この期間に、ぜひ図書館の本を、そばにおいて欲しいと思います。 

 

 一生の友となる本に出会える、中学生時代の夏です。どんな本を選ぼうかな？と迷っ

たときは、いつでも喜んでお手伝いしますので、声をかけてくださいね。 

                          図書館司書 楠
くすのき

   

～夏休み前の特別貸出について～ 

★ 期間 ７月 12日（金）～2３日（火） 

★ 貸出冊数 ５冊 ★ 返却日 ８月 30日（金） 
 

 夏休み中は、毎回５冊借りられます。 



 

『いつでも君のそばにいる』 リト＠葉っぱ切り絵 著 

                                 ７２６ リ 

  「葉っぱ切り絵」を知っていますか？ 一枚の葉っぱの上

に、小さな世界と物語が切り出された作品です。作者のリト

＠葉っぱ切り絵さんが、自身のADHD による集中力とこだ

わりを前向きに活かして、試行錯誤の末に生まれた制作スタ

イルです。 

  この作品集では、それらの切り絵作品に添えられた小さな

優しい物語に加え、作り方の解説、リトさん自身のお話など

が満載です。 

              

              

              

              

 

『かもめのジョナサン 完全版』リチャード・バック著 

                      ９３３ バ 

有名な作品なので、「タイトル

は聞いたことがある」という人は

多いでしょう。ですが実際に読ん

だことのある人は少ないのではな

いでしょうか。 

 

食べることに必死な群れのかも

めたちを横目に、ジョナサン・リ

ヴィングストンは「いかに飛ぶ

か」と、自分の限界に挑戦する飛

行術に夢中。その行動が危険と見 

なされ、群れを追放されてしまいます。それでもあきらめず、自

分が好きな飛行の技術を一心不乱に磨くジョナサン。その姿に、

一羽、また一羽と新たな仲間が集います。 

 

作者のリチャード・バックは飛行機のパイロットの経験を持

ち、飛行に関する表現は臨場感とスピード感にあふれています。

周りの目がどうあれ、自分の信じることに打ち込む主人公ジョナ

サンの姿は、何かにチャレンジするときに私たちが「こうありた

い」と思う姿に重なります。人生のいろいろな場面で読み返す

と、その度に違った感動をくれる一冊です。 

 

夏に読みたい！こんな本 
 時間をたっぷり使える夏休みは、読書にぴったり。 

お気に入りの一冊に出会えるかもしれませんよ！ 

 

 

 

 

『エリック』              ショーン・タン 著  

                            E エ 

                  ホームステイにやってきた奇妙な交換留学生、エリッ

ク。彼を楽しませたくて色んなところへ連れて行ったけ

れど、エリックが興味を持つのは道に落ちている小さな

ものばかり。ある日突然、「ごきげんよう」と去っていっ

たエリックが残したもの、とは… 

 

可愛らしく、じんわり心が温まる小さな絵本。 

絵がとても美しく、ずっと眺めていたくなります。 

 

 

 

 


